
【校内指導体制及び関係機関】 

兵庫県立夢野台高等学校心のサポートチームについて 

１ 「いじめ対策、自殺予防対策の推進について」（平成２４年１０月１１日付け教高第１９

９８号教育長通知）を受け、平成２４年１１月に兵庫県立夢野台高等学校心のサポートチ

ームを立ち上げた。 

２ 構成員は、校長、教頭、生徒指導部長、各学年副主任、保健部長、養護教諭、各学年保

健係、キャンパスカウンセラーとし、以下の業務を行う。 

３ 平成２９年９月１３日の職員会議で「兵庫県立夢野台高等学校学校いじめ防止基本方針」

とともに見直し、承認された。 

 

【業務内容】 

(1) 生徒情報の共有 

(2) 現取組の点検 

(3) 生徒実態・学習状況調査（７・１０月・２月）、面談（個人、三者）等の実施 

(4) 生徒が気軽に相談できる学校、学級づくりへの企画等（挨拶運動、声かけ運動等） 
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【組織的対応】 

いじめ認知  

   ↓ 

正確な実態把握  →   指導体制、方針決定（校長・教頭） 

１ 報告の流れ         心のサポートチームの招集・指揮 

  情報を得た教職員       ・いじめ認知報告 

→該当生徒の担任・学年主任等  ・調査方針・方法の決定 

→生徒指導部長・教頭      ・徹底した事実確認 

→校長             ・指導方針の決定、指導体制の編成 

→県教育委員会         ・対応班編成 

   ２ 保護者への連絡        ・職員会議（報告：共通理解） 

    事実確認後及び適宜      ・保護者会（必要に応じて開催） 

            ↓ 

     生徒への指導・サポート  →  関係機関への連絡・相談 

            ↓ 

       解  決・今後の対応 

１ いじめ事案解消後の経過観察及び事後指導 

２ キャンパスカウンセラー等の活用も含む、心のケア 

３ 再発防止・未然防止活動の継続 


